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＜患者様連絡事項＞

・若松　澄子様～背部痛の訴え継続して聞かれている為、アスモロール（消炎鎮痛剤）が1袋処方となっています。疼痛の有無の確認と様子観察をして行きましょう。

・鈴木　茂子様～歯痛あり、頓服にてロキソニン（解熱消炎鎮痛剤）が3包処方となり、服薬カートの臨時薬の所へ入れています。6時間以上開けて1日3回までの使用となっていますので、注意して行きましょう。また、予測指示となっていますので服用時に処方箋を記載し、使用期間が切れたら薬局へ戻すようにしましょう。

12/19・12/20でアパートを引き払う事となり、その際に外出したいと希望聞かれています。外出願いへの記載は後日とし、PSW末政さんへ情報提供しています。

・山崎　芳照様～アルコール依存症治療プログラム内の外泊訓練ですが、今週末は妻様の都合が付かないとの事で外泊訓練は行わない事となりました。

・青木　君夫様～国保の保険支払い分15，000円を医事窓口より姉様が受け取っています。11/24（月）に本人の健康保険証・郵便貯金の通帳・入院証明書を姉様が取りに来られるとの事でしたので、医事Tへ連絡をしています。尚、入院証明書は11/20（木）の朝にPSW末政さんが主治医より受け取り、医事Tへ渡して下さるとの事でした。

・大久保　敏彦様～PSW末政さんより、今後は『やまばと寮』へ入所を予定しているとの情報提供がありました。

＜Dr安ヶ平診察＞

・出河　攻様～現在、体重が87.0Kgと減量する事が出来ています。また血液検査の結果、中性脂肪の数値がやや高いとの事で続けて運動を行うよう説明を受けています。本人、夕方30分の運動を行っていますので、様子観察して行きましょう。

・青木　君夫様～血圧高値であり、本人より「3ヵ月検診、1年検診へ行きたい。頭の血管が1本詰まっている」と話しがありますが、現在の入院形態では外出は難しい事を説明され了承しています。主治医より激しい運動は避けるよう説明があります。また、血圧高値という事で11/20（木）の朝食後より、アルダクトンＡ（25）1T　1×朝/6T（利尿剤）が臨時処方となり、以後定期薬処方となります。バイタル測定時の血圧の確認と本人の身体状態の観察をして行きましょう。

・石切　久様～現在は幻聴の方が無くなって来ていると話されています。引き続き様子観察を行い、精神症状の様子観察をして行きましょう。

・新井　圭次様～主治医より食事形態を普通盛りから大盛りへ勧められるも「今のままで良い」と話され、間食等を勧めています。食事の摂取量の観察や間食を勧めて行きましょう。

・小保内　千夏様～顔面に湿疹見られ、皮膚科診察を勧めるも本人拒否的でそのまま様子観察との指示出ています。皮膚状態の観察をして行きましょう。

・寺地　利代子様～診察時「爆発しそうだから、薬を減らして下さい」と話され、主治医より爆発しそうな時には薬は必要であると説明を受け、「薬を増やして下さい」と話されています。次回定期薬にて服薬変更予定となっています。本人の精神症状の様子観察をして行きましょう。

ジプレキサ（10）1T→ジプレキサ（10）2Tへ（精神神経用剤）

バチール（100）3T→バチール（200）へ（精神神経用剤）

・新堂　寿子様～診察時、外出・外泊時は行き先と帰宅時間をきちんと伝えてから行くようにと主治医より説明があります。また、11/26（水）から定期薬を2週間分処方となっています。主治医不在の週末（土・日・月）の退院は良いとの指示が主治医より出ています。

＜ＯＴ評価・検討＞

・若松　澄子様～作業室にて、棚や道具入れ等に使用しているお菓子の空き箱を漁る。物色する事が多く見られています。作業室内の物品紛失にも繋がりますので、作業に付いたスタッフは様子観察行っていきましょう。

・畑山　広志様～主治医より診察にて今後についての話で一人暮らしという選択もある事を説明され、その事を自分なりに考えメモをする等している様子あります。また、その事をスタッフへ聞き、自分が貰っている年金の事や仕事を始めた時の給料について、一人暮らしについて親戚等には何と話したら良いのか？等の不安があると話されています。以前に比べ、マイナス面より今後の目標について考える事が多くなって来たように思われますので、本人からの話を傾聴し不安感の軽減に努めて行く事としています。また、本人より「時々、作業や朝ご飯の時にスタッフに声を掛けられても無視する事があった」と作業スタッフへ話す事があったと情報提供があります。イライラ感の有無の観察や衝動行為が無いよう様子観察して行きましょう。

・寺地　利代子様～現在、外出・外泊に関する訴えや母様に会いたい気持ちが強い事から作業中も投げやりとなり、意欲の低下も見られています。気分の落ち込みがありますが、本人からも気分転換になっているとの話もありますので、引き続き、参加を促して行きましょう。また、拒否的な場合は「顔出しだけでも…」と言った声掛けでは無く、挨拶後、作業室へ残って取り組む事が出来ている事から「まずは作業スタッフへ挨拶をしに行きませんか？」等の声掛けをして行きましょう。

＜田端　テル様　家族面談＞

・11/19（水）、長男夫婦が来院され家族面談を実施しています。現在、階上町にあるグループホーム『はしかみ苑』への入所を申し込んでおり、順番待ちの状態であると話されています。現在、テル様は要介護1であり苑の入所には適しているレベルであるが、今後、要支援となるような事があれば入所は難しいとの事。長男様は「本人の精神症状面で悪化する事があるのであれば、施設も難しいのではないのか？」と心配している様子も伺えます。これまでの入院生活の状況でも大きく問題となる症状、他患者様とのトラブルも無かった事から施設職員への対応方法や本人の特徴を説明し情報提供して行く事を説明しています。

＜退院療養検討会＞

・新堂　寿子様（28）　主：統合失調症　合：無し　医療保護入院（7回目）

主治医：安ヶ平　担当Ns：濱谷　担当SW：末政

【入院の経緯】

H7年9月(15歳)より 独語・空笑・昼夜逆転等が出現し、H8.1.11当院受診し入院(～H8.6.8)。以後、当院への通院治療を継続するが、怠薬により、幻覚・被害妄想・自傷行為等の症状が再燃し、当院へは計6回の入退院を繰り返していた。H16.3.7当院退院後は自宅療養となり、父親と2人暮しをしていた。H19年6月に神奈川県に就職することとなり、H19.7.5あいｸﾘﾆｯｸを受診するが、仕事が長続きせず、H19.8.2より当院への通院を再開。H20年1月頃より通院・服薬が不規則となり、まとまりのない言動や粗暴行為が目立っていた。些細なことで父親と口論となり、父親に対して包丁を向けることがあり、H20.9.12当院7回目の入院となる。

【入院時の振り返り】

・怠薬による身体不調にて入院。

→服薬しなくなった事（1ヶ月程で中断）を話す事が出来ている。本人、幻聴を認め、関係妄想（母親が浮気している等）もあった事を話しています。また、薬の副作用にて体重増加があり、体形を気にして服薬を中断したのでは？と考えられる。現在、1日分ずつの自己服薬管理を行う事が出来ており、個別での疾病教室も実施しています。

【今後の目標】

・資格取得や就労、学校へ通いたいと希望聞かれている。

→ＯＴでは作業能力の高さはあるも、飽きやすさも見られ気分に左右される面もあった。細かい所まで気付く事が出来ている。

・就労希望について

→外来にてフォローする事とし、青明舎・ハローワークの障害者雇用などの紹介を行っていく予定。

【病棟日課について】

・身体保清面・洗濯は自立している。

→入院前から父様の衣類を洗濯する等、自立していた。

退院日：未定（父様からの連絡待ち）

→主治医不在の週末（土・日・月）の退院でも可能

初外来：平成20年12/4（木）もしくは12/6（土）

処方薬：定期薬11/26（水）から2週間分の処方

退院先：自宅（父様と同居）


法的保護者：母様

　　　　　　　　　同居者：父様

　　年金管理者：全て本人（2ヶ月で約14万円）
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